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所内トピック�

�
�フリーストール飼養牛の�
　　　　　通路横臥矯正枠の考案�
�
�
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�
　フリーストールとは、ウシを舎内で放し飼いにし
て、採食のほか、その中に設置されているストール
（牛床ベット）で自由に横臥休息することができる飼
養法である。�
　しかし、なかにはストールに横臥せず、ウシの移
動、排泄場所である通路に横臥するウシもいる。こ
のようなウシは、フリーストールを初めて体験する
ウシが多く、牛体や乳房が糞尿で汚れやすく、衛生
的な乳生産に支障をきたし、乳房炎の発症や乳房洗
浄に時間がかかるなど搾乳作業能率の低下をもたら
す。そこで、フリーストールで、通路に横臥するウ
シをストール内に常時横臥するように学習させるた
めの装置を開発した。�

　この矯正枠を給餌柵に取り付け、通路に横臥する
ウシを一定時間（６時間から半日）放置させる。当該
ウシは、自由に採食、飲水は可能であるが、横臥し
ようとしても矯正枠のベルトにより横臥することが
できない。その後、横臥欲求の高まったウシをスト
ール内に移動させることにより、正しい牛床（ベッ
ト）を学習させることができる。この矯正枠による
横臥行動を学習したほとんどのウシが、正しくスト
ールで横臥できるようになった。�
　フリーストール飼養におけるウシの学習行動を能
率的に処理でき、搾乳作業効率が高まったことが評
価された。�
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フリーストールにおける通路横臥矯正枠�

　道路のみに横臥するフリーストール飼養牛をストールに横臥矯正する枠である。
矯正枠を給餌柵に設置してウシを収容し、強制的な佇立後、枠とウシをストール
に移動設置し直して、一定期間、横臥させることにより、１日程度でストールに
常時横臥するように矯正できる。�
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矯正佇立期（６～12時間）採食飲水はできるが、�
腹部下のベルトにより横臥できない。　　　　�

ストール横臥期（12～18時間）矯正佇立期で横臥�
欲求を高めた後、横臥を学習させる。　　　　�


